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要 旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在国が取り組んでいる戦没者の遺骨収集の推進に関する法律（

以下「戦没者遺骨収集推進法」という。）の事業対象に広島原爆犠

牲者も含めるように広島市が国に要望していただくよう陳情する。  

 

理由 

被爆８１年がたった今でも原爆で亡くなられた方々の遺骨収集は

不十分なままである。現在似島においてボランティアの方が一人で

地域住民の記憶を頼りに遺骨がある場所を掘り続けている。原爆当

時の収容所があった似島にはいまだ掘り起こされていない原爆犠牲

者の遺骨が残っていると言われている。似島だけでなく金輪島にも

遺骨が眠っているという話がある。島だけでなく広島市内の川や海

も同様である。これだけ未収集の遺骨が残されているにもかかわら

ず、ボランティア任せにしている現状は問題があると考える。ボラ

ンティア任せだと時間が掛かり過ぎでいつ終わるかも分からない。

遺族の方々も高齢になり、遺骨返還自体も難しくなっている。早期

に遺骨収集に組織的に取り組む必要がある。 

 現在国は戦没者遺骨収集推進法の下に戦地で亡くなられた方々の

遺骨収集は進めているが、原爆や空襲などの戦闘以外で亡くなった

一般市民の遺骨については対象外にしている。戦争で亡くなった方

々の遺骨を戦闘を基準に区別するのは何ら合理的な理由が見当たら

ず、人道的な観点からも区別してはならないと考える。これまで広

島市も似島で遺骨収集をしてきたが、継続的かつ大規模にするとな

ると国に動いてもらうよう働き掛けるしかないと思う。 

 このような理由から戦没者遺骨収集推進法の対象に広島原爆犠牲

者も含めてもらうよう広島市から国に要望していただきたい。 

 


